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日琉諸方言の推量表現の諸相 
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1. 目的 

 このパネルセッションでは，「推量表現」に焦点を当てて日琉諸方言の対照研究を行う。

方言の文法記述が進んでモダリティについての研究も深まりつつある現在，「推量表現」に

相当するものだけ見ても，形態論的特徴，構文的特徴，意味的・ 運用的な制約など，さまざ

まな様相が観察される。また，現代の標準語では・「推量表現」としては使われていない諸形

式が方言の体系内でどのような位置づけにあるのかを見ることも，モダリティの史的変化

を考えていく上で示唆に富む。「推量表現」をめぐる各方言の多様な報告をきっかけに，参

加者とともに日琉諸方言のモダリティについて理解を深めたい。 

2. 経緯 

 発表者らはこれまで，日高水穂氏が主催する方言文法研究会において，『全国方言文法辞

典』の記述の拡充を目指して要地方言の条件表現や逆接表現の記述，活用体系の記述などを

進めてきた。またデータベースの構築も進め，それらを用いた時空間変異対照研究を多角的

な展開を目指している。 

 2023年からモダリティにとりかかった・（高木千恵・ 舩木礼子・ 松丸真大，2023年 3月 27
日）。まずは日本語記述文法研究会編（2003）を参考にしながら日本語標準語におけるモダ

リティの捉え方について整理し，本研究での・「推量」を・「認識のモダリティ」と位置づけ，

標準語の・「だろう」や・「のではないか」の意味的特徴・ 文構造的特徴を次のように捉えるこ

とにした。 

 意味的特徴・1：命題内容に対する発話時の話し手の判断であること 

 意味的特徴・2：命題を真として主張していること 

 文構造的特徴：主に主節末に生起すること 

 ただ，標準語の・「だろう」だけを見ても，表現類型としては・「情報系」のなかの・「叙述」

と「疑問」と「感嘆」にまたがって使われるうえ，「伝達のモダリティ」の「伝達態度」や

「丁寧さ」にも広く使われているように，ひとつの形式が担う表現の幅は広いことがある。 

 さまざまな立場，考え方があるが，諸方言の対照の出発点として標準語の・「だろう」の性

質を中心に据えつつ，同じ枠組みで諸方言のそれぞれの形式について記述できるようにし

た「推量表現 共通調査項目」を作成した（2023年 9月 3日）。 

⇒種々の資料を横断的に調査することで、特定の資料、特定の時代に特徴的な振る舞いを見

出していくことが課題であろう5。 
 
44..  おおわわりりにに  

・近代語の接続詞は、現代語との違いが一見して分かりにくいこともあるが、用法や出現傾

向など、分析する際の観点、特に比較対象を適切に設定することで有意義な知見が得られ

ると考えられる。 
・副用語研究は「閉じた」研究領域ではなく、様々な問題意識、アプローチを活用すること

で「参入」が可能であろうし、それによって研究のさらなる進展が期待される。 
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付記 本発表は、JSPS科研費 23K12189の助成を受けたものである。 

 
5 現代の演説（内閣総理大臣の所信表明演説・施政方針演説）を対象に予備的な調査を行っているが、近
代の演説では使用の少ない「たとえば」が現代ではかなり頻繁に用いられている。近現代で演説の性質を

揃えることは困難であり単純な比較はできないが、演説において採られる談話展開に異なりが見られる可

能性がある。 
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 現在，この・「推量表現 共通調査項目」に沿って要地方言の調査を行い，推量表現の項目

記述の準備を進めると同時に，調査結果について方言文法研究会研究例会 2024#1（2024年

3月 2 3日，於：関西大学／オンライン）で報告や検討を行ってきた。 

3. このパネルセッションの構成 

 このパネルセッションでは，まず・「推量表現 共通調査項目」について説明したあと，標

準語と似た体系であっても部分的には異なる京都市方言の例に言及する。次に，標準語の

「だろう」とは異なるタイプの形式をもつ広島県三次市方言，沖縄語首里方言，高知方言の

推量関連表現について発表する。 

  発表 1：「推量表現 共通調査項目」の概要／京都市方言の推量表現 

  発表 2：広島県三次市方言の推量関連表現 

  発表 3：沖縄語首里方言の推量関連表現 

  発表 4：高知方言の推量表現 

 最後にまとめとして，諸方言を対照することによって見えてきた推量表現の方言間の異

同や特徴について整理し，理解を深めていきたい。 

 

質問は，フォームでも受け付けております。右の QRコードまた

は下記の URLからフォームに入り，ご入力ください。 

https://forms.gle/2369Syr3zHDPmpCn7 
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付記 

 このパネルセッションは，科学研究費補助金基盤研究（A）『全国方言文法辞典』データベースの拡充に

よる日本語時空間変異対照研究の多角的展開（課題番号：20H00015，代表者：日高水穂）の研究の一環の

ものである。 

 




